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研究成果の概要（和文）： 

 入れ歯などで高齢者の口の働きを回復するためには、口の複雑な働きを詳しく測定して、
診断や治療の根拠にするのが有効と考えられる。本研究では、口の中で複雑で重要な働き
をしている舌や頬、唇の力を測定する方法を開発し、従来からある口の働きの検査ととも
に総合的に口の機能を表す方法の開発を行った。その結果、開発した方法から口の働きの
老化や衰えの状態がわかる可能性が示され、今後の検証が期待される。 
研究成果の概要（英文）： 
It is thought to be important to measure the complex oral function precisely and use 
those results as evidences of decision-making for rehabilitating oral function of elderly 
people using prostheses. In this study, we developed methods for measuring tongue, 
cheek and lip forces, and tried to apply them with existing test for comprehensive 
understanding of oral function. The results showed the possibility of the new method 
for evaluating the effect of aging and deterioration, but it need future validation. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）高齢者の口腔機能の総覧的診断法の欠
如：顎口腔系の筋力や運動の巧緻性，感覚や
唾液分泌などの機能と補綴治療の抗加齢作
用との関連性は，明らかにされていない。一
方，患者の多種多様な口腔機能をうまくまと

めて特徴を的確に捉える総覧的機能診断法
も，いまだ提案・確立されていない。そのた
め，顕著な自覚症状の無い廃用性の機能低下
の多くは見逃されて放置され，早期に予防改
善策の講じられることは無く、さらに摂食機
能障害の発覚時には，廃用性機能低下が回復
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できないまでに進んでいて，補綴治療の十分
な効果が発揮できない現状がある。 

（２）高齢者口腔機能の疫学研究から着想：
研究代表者らは 80 歳高齢者の口腔機能と全
身機能に関する疫学的調査や，無歯顎の高度
要介護高齢者でも口腔機能を測定可能な簡
易型舌圧測定法を開発し（特許第 3801837

号），これによる世界最大 869 名の母集団か
らなる標準値の確立を行ってきた。その経験
から，口腔機能の廃用性低下は個人差が大き
く，各人の機能を早期に把握して適切に維持
回復することで補綴治療の抗加齢効果を強
化できると着想した。 

 

２．研究の目的 

（１）廃用性の機能低下は主として生活や食
習慣に起因すると考えられる。そこで，廃用
性の機能低下が存在することを明らかにす
るため，食習慣と全身および口腔機能の疫学
調査を行い、加齢と廃用の傾向を捉える。 

（２）通常の口腔内検査および応用可能な口
腔機能検査に加えて一部全身機能検査を行
い、その横断的調査結果について，個々の被
験者の機能的特長を効率よく総覧するため
の評価項目を抽出し，機能レーダーチャート
の方法論を確立する。 

（３）現時点で機能低下対策が考案可能な咬
合力，舌圧，口唇圧，唾液分泌量について，
レーダーチャートから低下傾向が明確に指
摘された被験者を対象に，口腔機能向上指導
を行い，その有用性を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 健常高齢者および要介護高齢者ならびに
成人ボランティアについて、生活と全身およ
び口腔機能の調査を行った。 
 要介護高齢の被験者において日常生活自
立度や介護度、食事形態やむせなど摂食・嚥
下の状況については、各高齢者介護施設から
情報を得た。健常高齢者および成人ボランテ
ィアについては、日常生活や自覚的摂食・嚥
下機能に特に問題はなかった。 
 全身機能は、現場の環境が測定に適してお
り、かつ被験者の同意の得られた場合のみ、
握力および重心動揺度を測定した。 
 残存歯数，咬合支持，義歯の状態などの口
腔内状態については、測定現場での視診によ
り確認した。 
 口腔機能の客観的評価として、最大咬合力
測定には、オクルーザー（FPD-707，GC）を
用いた。最大舌圧の測定には、ディスポーザ
ブルの小風船型口腔内プローブと舌圧測定
装置（試作機 TPS-350，ALNIC、図１）を用い、
さらに、最大咬合力と最大舌圧以外の口腔機
能圧を客観的に評価するため，頬圧（図２）、
側方舌圧（プローブの小型風船を臼歯部口蓋
側歯肉に押し付ける最大舌圧）（図３）、口唇

圧（図４）の測定手法を開発し、測定現場で
時間的に可能な場合に測定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１小風船型口腔内プローブと試作舌

圧測定装置 

図２ 頬圧測定 

図３ 側方舌圧測定 

図４ 口唇圧測定 



 その他の定性的、定量的機能評価として、
要介護高齢者の口腔機能判定によく用いら
れる反復唾液嚥下テストならびにオーラル
ディアドコキネシスも一部可能な被験者に
ついては加えて評価した。 
 
４．研究成果 
 若年者の成人ボランティア 30 名、日常の
介護なしで自立した生活を営む健常高齢者
ボランティア 166 名（男性 54 名、女性 112
名、年齢 65-88 歳）を被験者として、各種口
腔機能の測定を行った。健常高齢者について
は、前期高齢者 99 名（男性 29 名、女性 70
名、年齢 65-74 歳）と後期高齢者 67 名（男
性 25 名、女性 42 名、年齢 75-88 歳）に分類
して、疫学調査を行った。 
 その結果、開発した最大舌圧、頬圧、側方
舌圧は後期高齢者では低下傾向が認められ
たが、口唇圧については、著名な変化が認め
られなかった（図５－８）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さらに、健常後期高齢者 67 名（男性 25 名、
女性 42 名、年齢 75-88 歳）と介護老人保健
施設において日常生活における介護をひつ
ようとするものの、自立した経口摂取が可能
で認知症の進行していない要介護後期高齢
者 79 名（男性 11 名、女性 68 名、年齢 75-88
歳）を対象として同様の疫学調査を行ったと
ころ、開発した最大舌圧、頬圧、側方舌圧は
要介護後期高齢者において健常後期高齢者
より低下する傾向が明らかとなったが、口唇
圧については、有意な差を認めなかった（図
９－12）。 
 要介護後期高齢者においては、いわゆる高
齢者食として、刻み食や軟性食が提供されて
いる。これらの食事は咬合力や舌などの口腔
周囲筋の大きな力を要せずとも摂取が可能
である。そのため、要介護後期高齢者の口腔
機能は廃用性の機能低下の危機にあると考
えられ、本研究結果はそれを裏付けている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 最大舌圧の加齢変化 

図６ 頬圧の加齢変化 

図７ 側方舌圧の加齢変化 

図８ 口唇圧の加齢変化 

図９ 後期高齢者の最大舌圧 

図 10 後期高齢者の頬圧 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最大舌圧ならびに本研究において新規に
開発した頬圧、側方舌圧、頬圧と、従来本邦
において要介護高齢者の口腔機能評価とし
て広く用いられているオーラルディアドコ
キネシスの結果を比較検討したところ、要介
護後期高齢者において、最大舌圧、頬圧、側
方圧は/pa/、/ta/、/ka/の連続発語回数と有
意な正の相関が認められたが、健常後期高齢
者では相関はみられなかった（図 14-16）。ま
た、口唇圧については、健常後期高齢者、要
介護後期高齢者ともに各語の連続発語回数
との相関は認められなかった。 
 検査値相互に高い相関がある場合、それら
は同じ生体機能を別の方法でとらえている
ことも考えられるので、評価に活用するには
注意を要する。一方、相関が無い場合には、
異なる生体機能を捉えていると推測される
が、果たしてその評価そのものが加齢や廃用
性の機能低下を捉えられる感度を有するも
のであるか、幅広く多数の被験者で検証する
必要がある。 
 
 本研究においては補綴治療の抗加齢作用
を増強する機能レーダーチャートの新開発
を目的として頬圧、側方舌圧、口唇圧の新規
検査法を開発するとともに、オーラルディア
ドコキネシスやオクルーザーを用いた咬合
力、安静時唾液、握力など既存の方法を用い
た口腔機能、全身機能の多角的評価を行った
が、それらに極めて高い相関を認める項目は
発見できなかった。この結果は逆に、これら
すべての検査項目が高齢者の補綴治療の抗

加齢作用を診断する上で有用で、現時点での
レーダーチャートに採用されるべきとの結
論に至った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 後期高齢者の側方舌圧 

図 12 後期高齢者の側方舌圧 

図 13 最大舌圧と連続発語回数の関係 

図 14 頬圧と連続発語回数の関係 

図 15 側方舌圧と連続発語回数の関係 

図 16 側方舌圧と連続発語回数の関係 



 本研究でご協力いただいた介護老人保健
施設では、これらの評価結果を介護者および
可能な限り被験者ご本人に説明した。その結
果、日常の食事介助、口腔機能向上への意欲
が増した、今まで誰に相談して良いかわから
なかったがこれを機に協力歯科医師に相談
して口腔内の健康状態が向上した、等の感想
もいただいており、このような患者本人やス
タッフへの心理的効果、経済的効果を含めた
補綴治療の抗加齢効果を明らかにしていく
ことが今後の課題として明らかになった。 
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